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これはLRTだけでなく、BR
Tといわれる新バスシステムな
ど讀で研究の範囲を西めるため
であつた。そして現在国会の議
連は130名 1以上になつている。
今後の国会での議論は、LR丁
推進のための財源獲得や、交通
権などLR丁推進の思想まで広
がっていくであろう。
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回数券からバスカニド、そしてICへ・・・
や畿薄回数券ヨバスカード・ ICカ ード「Hareca」

写真右上のパスカードは、「10月 からはカード左下の発行会社の確認が必要Jです。
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■先日、岡山県共通バスカー ドを9月 10

日で発売終了・ 9月 末をもって廃止、
という報道があった。今回は岡山県の共
通バス回数券から現在に至るまでの変遷
を含めて話をさせていただこう。
●共通回数券
岡山におけるパス共通回数券は、1979

(昭和54)年に初めて登場した。それまで
は、各社バラバラに回数券を発売してお
り、一部の路線を除いて購入した会社の
パスしか乗れないことに利用者の不満が
高まつていた。そこで、当時の「岡山市
内均―区間」に限つて各社のパスに乗る
ことができる「岡山市内均―区間共通バ
ス回数券」力`発売され、岡山市内中心部
におけるパスの利便性が高まつた。
その後は岡山市内均一運賃区間制度の撤
廃などにより通用範囲が拡大され、最盛
期には県内10社局で通用するようになつ
ていた。一方で各社別の回数券も併売さ
れていたほか、1,000円 または2,000円分
の共通セット回数券も一部の会社で発売
された。
●共通バスカー ド
1996(平成8)年、新たな共通回数券とし
てバスカー ドの運用が開始された。券種

は2,∞0円・ 5,000円・ 10,000円 の3種

類で、今日まで共通デザインで発売さ

れている。一部では500円の記念カー
ドも発売された。
実はこれより先に岡山電気軌道が路面
電車専用で電車カー ドの運用を開始し
ており、バスカー ドでは路面電車との
共通化が図られた。「MOBACHAN」 とい
う愛称がついたもののほとんど浸透し
なかったが、券種別の各社共通デザイ
ンであることで普及は早かつた。先発
の広島では、バスカー ドに多彩なデザ
インがあるが、統一マークを印刷する
ことで識別をしている。一方、岡山で
はバスカー ドを広告媒体として採用す
る動きは全く無かつた。
●lCカ ー ド「Hareca」

岡山市がオムニバスタウンに指定され
たことに伴うバス活性化事業の目玉と
なるはずだったが、会社間の足並みの
乱れから結局岡電・両備・下電の3社
が導入するにとどまつた。2006(平成
18)年 に運用が開始され、今年7月 から
定期券機能が追加され現在に至つてい
る。

●今後の動き・感じたこと
共通バスカー ドとしての発売は9月

10日 までで、9月 末で利用できなく
なるというのはいくらなんでも周知
期間が短すぎると筆者は感じている。
ちようど同時期にJR西 日本が関西日
で展開している磁気カー ド「Jスルー
カー ド」も9月 15日 で発売を終了し、
来年春頃をめどに利用終了との発表
があつたが、岡山とは対照的な対応
である。
Harecaの普及を急ぎたいのはわから
ないでもないが、やはりどこか「事
業者の都合」力S優先され、「利用者
の視点」が見えていないのではない
かと感じぎるを得ない。
ちなみに、10月 以降、岡電 口両備・

下電および中鉄の53号線共同運行路
線はHarecaに全面移行、それ以外の
会社・路線は自社発行のパスカー ド
に限り利用が可能となつている。

(石井孝幸)


